
総務部門

ズ
バ
リ
、
町
政
を
問
う
！
８
人
の
議
員
が
一
般
質
問
（
全
17
質
問
）
を
行
い
、

　

町
の
施
策
等
に
つ
い
て
町
執
行
部
と
議
論
を
交
わ
し
た
。

女性消防分団の設置検討を
消防団役員会等の場で協議したい。
　　　　　　　　（内田総務部長）

Ａ

Q

全
国
的
に
消
防
団
員
数
は
減

少
し
て
い
る
が
、
女
性
消
防
団

員
数
は
増
加
し
て
い
る
。

女
性
の
持
つ
ソ
フ
ト
な
面
を

活
か
し
て
災
害
時
の
避
難
誘
導

や
応
急
手
当
の
普
及
指
導
等
に

活
躍
で
き
る
女
性
消
防
分
団
の

設
置
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

女
性
消
防
団
員
は
、
近
年
、

消
防
団
組
織
の
活
性
化
や
、
女

性
の
ソ
フ
ト
な
面
を
活
か
し
た

防
災
啓
発
活
動
の
有
効
な
方
策

と
し
て
、
全
国
的
に
採
用
の
動

き
が
広
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
承

知
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
県
の
担
当
者
と
の
情

報
交
換
で
も
、
女
性
団
員
の
活

動
が
一
定
の
効
果
を
上
げ
、
団

員
数
確
保
に
寄
与
し
て
い
る
自

治
体
の
例
も
紹
介
い
た
だ
い

た
。こ

の
問
題
は
、
今
後
、
消
防

団
役
員
会
等
の
場
で
協
議
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

QA

安全上、又は、利用促進上必要な範囲内
での修正は適宜行う。　　　（三村町長）

Ａ

生活福祉交通「おでかけ号」
の充実を

Q

藤本哲智議員

お
で
か
け
号
の
評
価
と
そ
の
評
価
方
法
は
。

本
年
８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
利
用
者
及
び
一
般
住

民
を
対
象
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
生
活
福
祉
交

通
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
も
と
で
集
計
・
分
析
を
進
め
て
い

る
。

QA
巡
回
コ
ー
ス
や
バ
ス
停
の
見
直
し
は
ど
の
よ
う
に
考
え

る
の
か
。

安
全
上
、
又
は
、
利
用
促
進
上
必
要
な
範
囲
内
で
の
修

正
は
適
宜
行
っ
て
い
く
が
、
抜
本
的
な
見
直
し
や
運
行
形

態
そ
の
も
の
を
変
更
す
る
考
え
は
、
現
時
点
で
は
な
い
。

QA
巡
回
で
き
な
い
地
域
は
、
デ
マ
ン
ド
方
式
な
ど
を
検

討
す
る
時
期
に
き
て
い
る
と
思
う
が
、町
と
し
て
調
査
・

研
究
は
行
っ
て
い
る
の
か
。

本
町
は
コ
ン
パ
ク
ト
な
地
勢
で
、
人
口
密
度
も
比
較
的

高
い
の
で
、
現
状
の
運
行
形
態
が
適
し
て
い
る
と
考
え
る
。

QA

民法正則議員

⑤ くまの議会だより　第93号 くまの議会だより　第93号 ④

固定資産税への地籍調査反映

実態に即したより公平な評価への移行であるので、
ご理解を （三村町長・内田総務部長・森本建設部長）

Ａ

Q

西公民館移転計画に伴う西部地域の
定住促進、三世代交流、商店街の活性化

今後しっかりと検討していく。 （内田総務部長）Ａ

Q

地
籍
増
減
に
伴
う
税
額
確

定
時
期
の
判
断
に
つ
い
て

土
地
に
対
す
る
固
定
資
産

税
の
課
税
は
、
法
務
局
の
登

記
簿
に
登
記
し
て
あ
る
実
測

面
積
で
課
税
を
す
る
こ
と
が

原
則
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
本
来
で
あ
れ

ば
、
地
籍
調
査
に
よ
り
法
務

局
の
台
帳
修
正
さ
れ
た
翌
年

か
ら
修
正
後
の
面
積
で
の
課

税
と
な
る
。

し
か
し
、
地
籍
調
査
の
終

了
時
期
の
違
い
で
反
映
時
期

の
差
に
よ
る
不
均
衡
を
防
ぐ

た
め
、
町
内
全
域
の
地
籍
調

査
が
完
了
す
る
ま
で
は
、
面

積
が
増
加
し
た
土
地
に
つ
い

て
は
、
地
籍
調
査
前
の
面
積

で
課
税
し
て
き
た
。

ま
た
、
路
線
価
方
式
を
導

入
す
る
に
当
た
り
実
際
の
土

地
の
面
積
で
評
価
額
を
算
出

す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と

の
考
え
か
ら
、
路
線
価
方
式

の
導
入
と
同
時
に
実
測
面
積

で
平
成
27
年
度
か
ら
課
税
す

る
こ
と
と
し
た
。

QA

計
画
の
進
捗
と
前
定

例
会
で
お
願
い
し
た
三

世
代
交
流
と
西
部
地
域

発
展
の
た
め
の
跡
地
利

用
計
画
に
つ
い
て
問

う
。西

公
民
館
敷
地
一
帯

を
地
域
で
十
分
活
用
い

た

だ

く

た

め

に

は
、 

︵
仮
称
︶
防
災
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
、

公
民
館
跡
の
広
い
敷
地

部
分
に
建
設
す
る
方

が
、
よ
り
有
効
利
用
が

図
れ
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、

西
公
民
館
の
跡
地
利
用

に
関
し
て
は
、
西
部
地

域
の
定
住
促
進
、
三
世

代
交
流
、
地
元
商
店
街

の
活
性
化
に
つ
な
が
る

よ
う
、
今
後
し
っ
か
り

と
検
討
し
て
い
く
。

QA

わ
が
町
の
唯
一
の
公
共
交

通
で
あ
る
広
電
バ
ス
の
利
便

性
は
、年
々
低
下
し
て
い
る
。

今
後
の
少
子
化
対
策
の
た

め
に
も
、
ま
た
、
医
療
や
教

育
な
ど
広
域
で
解
決
し
て
い

く
時
代
の
流
れ
か
ら
も
、
利

便
性
向
上
は
欠
か
せ
な
い
。

今
後
ど
の
よ
う
に
発
展
し

て
い
く
考
え
か
。

そ
し
て
、
現
状
へ
の
危
機

感
を
ど
の
よ
う
に
持
っ
て
い

る
か
。

バ
ス
交
通
は
本
町
に
お
け

る
唯
一
の
公
共
交
通
機
関
で

あ
り
、
通
勤
や
通
学
、
通
院

や
買
い
物
な
ど
の
日
々
の
生

活
を
営
む
上
で
重
要
な
資
源

で
あ
り
、
ま
た
町
勢
の
発
展

に
不
可
欠
な
機
能
で
も
あ

る
。今

後
、
高
齢
者
の
増
加
が

見
込
ま
れ
、
公
共
交
通
の
重

要
性
は
確
実
に
高
ま
る
も
の

と
考
え
て
お
り
、
現
在
の
路

線
を
今
後
と
も
維
持
す
る
こ

と
は
、
極
め
て
重
要
な
行
政

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

QA

荒瀧穂積議員

大瀬戸宏樹議員

片川学議員

公共交通の現状への危機感

現状路線の維持は町政の重要課題である。
　　　　　　　（三村町長・内田総務部長）

Ａ

Q


